
郊外戸建住宅地－「自助」×「地域助(互助・共助・公助）」による
空き家の発生予防＆適正管理事業 （一般社団法人チームまちづくり）

発表資料

課 題 高齢化、空き家化が進む郊外戸建住宅地を、今後の社会環境に応じつつ、住み継
がれる住宅地として、持続再生するための地域主体のマネジメントのあり方。

目 的 ・郊外戸建住宅地を対象に、過年度事業の成果を踏まえ、空き家所有者（将来、空き
家になる懸念をもつ人を含む）と地域（自治会、NPO等）が、どのように協力・連携・分
担して、空き家の予防・適正管理・利活用（除却を含む）を行うのが、住宅地の持続再
生に有効かを実証的に明らかにすることを目的とした。

取 組
内 容

１高齢者を孤立させない「自助×地域助」による空き家予防事業として次を実施。
1-1 高齢者が元気なうちに行う「私の空き家予防プラン作成事業」の実施
1-2 地域で取り組む「空き家予防実践セミナー」の開催
２空き家所有者を孤立させない「自助×地域助」による次の空き家対策事業を実施。
2-1 緊急連絡先の共有から始まる「空き家適正管理事業」の実施
2-2 空き家対策を含む「住宅地マネジメント計画（素案）」の策定

成 果 ① 空き家対策は、住まいという「不動産」ではなく、住まいの「所有者・管理者」に
焦点を当てた取り組みが重要であることを実証的に確認した。

② 空き家の適正管理は、所有者と地域の関係構築（コミュニティ）が基本である
こと、そのためには、専門家や行政がサポートすることの必要性を確認した。



◆事業1-1  私の空き家予防プラン作成事業
（高齢単身世帯－元気なうちの空き家予防対策実施事業）

◆概要…逗子グリーンヒル住宅地において、住
まいが将来空き家になる懸念をもつ高齢世帯を
対象に、地域や専門家が高齢者に寄り添いつつ、
地域コミュニティに包まれながら、元気なうち
⇒判断能力低下時⇒相続時という各々のライフ
ステージに応じた「自らの空き家予防プラン」を
「私の空き家予防プラン実践ノート」を活用して、
3日間で作成した（参加者11名）。なお、セミナー
の様子は動画を作成し、HP等で公開予定である。

左：予防プランノート
右：セミナーチラシ



◆事業1-2  地域で取り組む「空き家予防実践セミナー」の開催

八王子市「めじろ台住宅地」で開催 「逗子ハイランド住宅地」で開催

◆概要…地域住民を主体にした空き家対策の横展開を図るため、空き家対策に意欲的な２
つの郊外戸建住宅地で、コロナ対策を講じながら、「自助×互助・共助」による空き家対策
の理解を深めるため、地域住民が実践可能な「空き家予防セミナー」を開催した。

〇11月14日（土）開催
〇参加者…約30名
（他Zoom参加あり）

〇内容…「自ら行う
自助による空き家対
策」と「地域で行う互
助・共助による空き家
対策」の両輪で行う
旨の基調講演や先進
的取り組みの紹介の
ほか、地元町会によ
る空き家対策の紹介
を踏まえ、活発なパ
ネルディスカッション
(意見交換)を行った。

〇11月29日(日)開催
〇参加者…35名
〇内容…逗子市長の
参加も得て、地域（自
治会）が実施可能な
空き家対策の実践例
を学び、その後、急増
する空き家への対処
方法について活発な
意見交換を行った。



◆事業2-1  緊急連絡先の共有から始まる「空き家適正管理事業」

空き家マネジメントマップ（イメージ）

空き家実態調査
空き家マップ/空き家リストの作成

空き家緊急連絡先の把握
（登記事項/課税情報活用等）

空き家所有者ｱﾝｹｰﾄ・ヒヤリング等に
よる関係構築と

空き家登録台帳の作成・共有

適正管理・利活用に関するサポート
① 住民NPOによる管理サポート

② 適正管理に関する覚書

◆概要…逗子グリーンヒル住宅地を対象に、自
治会空き家対策部会と当方が、昨年度からの
「空き家緊急連絡先把握事業」を継続発展させ、
①緊急連絡先把握率84％と空き家登録台帳の
共有化（空き家25件中21件）による関係構築

②管理不全空き家の剪定及び除草の実施協議
③コミュニティカフェ開設に向けた協議等
の成果の下「空き家ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾏｯﾌﾟ」を作成した。

前年度

今年度



◆事業2-2  空き家対策を含む「住宅地マネジメント計画（素案）の策定

◆住宅地マネジメント「９つの実践計画」

１ 全ての高齢世帯で「私の空き家予防プラン」を作成する。

２ 「空き家情報届け出制度」を実施する。

３ 「空き家緊急連絡先」を把握し「空き家登録台帳」を作成。

４ 出会い・交流を生み出す「コミュニティカフェ」を創る

５ 空き家等の空き駐車場活用事業を検討する。

６ 空き地・空き庭の活用―使われていない土地を地域の庭に。

７ 「暮らしの安心サービス」サポート事業を立ち上げる。

８ 良質な住宅ストックを活かした多様な住まい方

９ 住宅マネジメントの「まちづくり組織(NPO等)」の設立

◆概要…逗子グリーンヒル住宅地を対象に、良好な住環境の維
持とエリア価値の向上を図るため、自治会役員と住民有志によ
る「マネジメント検討会（住民7名、市2名）」を立ち上げ、住宅地
を経営する観点から、空き家対策や多様性ある住み継がれる住
宅地にするための具体的実践計画（素案）を作成した。（1月の書
面検討会で確認し、2～3月に全戸配布する予定。）

（写真上）グリーンヒル住宅地「マネジメント検討会」の様子
（写真下）ふるさと納税と空き家対策に関するヒヤリング（逗子パブリックサービス）

住宅地マネジメントのパンフレット



まとめ－「事業成果」 及び「課題と展望」

◆共通の事業成果

１ 「住まい」ではなく「住まい手」に寄り添う空き家対策の重要性を実証的に再認識した。
２ 「加害者×被害者」の立場を超えた空き家対策が、住宅地マネジメントでは欠かせない。
３ 「自ら行う空き家対策」×「地域で行う空き家対策」の両輪は、日常のコミュニティ（関係
構築）から生まれることを再確認した。

◆課題と展望

１ 地域助（互助・共助）を支える社会制度の確立
高齢者が「自助」だけで空き家対策に挑むのは難しく、

地域の寄り添いと専門家・行政のサポートが不可欠である
が、その社会的仕組みは構築されていない。そこで、地域
助（互助・共助）を支えるマネジメント組織やマネジメント資
金等の法制度の確立が求められる。
２ 地縁型自治組織と「負担を伴うマネジメント組織」の連携
自治会・町内会という任意加入の地縁的自治組織とは別

に、マネジメント資金を強制徴収して住宅地経営を行う新し
い組織形態が必要か検討を行う必要がある。
３ 郊外戸建住宅地の将来像を切り拓くことの重要性
かつて「住宅すごろく」のゴールであった郊外戸建住宅

地の将来像をもう一度具体的に切り拓くことが必要である。
郊外戸建住宅地＝衰退住宅地ではないと考える。 適正管理パンフレット

「私の空き家予防プラン」
実践セミナー動画


